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千
帯
構
附
帰
明
、
同
悼
、
撤
悶
h
y
祭
料
絡
会
以
上
で
す
が
、
抑
制
緩
に
つ
い
越
幾
緩
ハ
段
取
)
曹
時
開
山
川
興

対
策
の
…
欄
織
と
し
て
、
各
市
巾
附
時
て
は
総
紛
争
守
り
ま
す
。
嚇
恩
院
予
〈
輪
部
〉
噛
ve淡
本
蹴
附
門
出
柑
)

品
刊
に
青
少
怒
抑
制
緩
同
町
を
お
き
、
耐
時
の
抑
制
叫
蹴
闘
が
あ
ら
た
に
次
菅
波
梢
れ
制
判
〈
懸
v

w

v
中入機内吋…

青
少
年
開
問
題
mw
際
的
慌
に
あ
た
つ
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
然
爆
〈
鯵
〉
草
地
探
勝
災
ゆ
〈
然
〉

て
い
ま
す
a

期
剛
山
口
は
制
別
府
ヰ
幼
械
で
す
，

Y
ふ
み
帥
撒
樹
脂
閥
均
〈
栄
}
甲
府
関
野

青
少
年
の
ま
わ
ち
に
は
、
多
円
相
側
孫
子
地
民
一
言
〈
品
総
本
〉

V
抑
建
一
郎

く
の
不
安
や
制
摘
み
、
問
問
題
が
う
菅
野
口
芳
的
問
(
土
谷
棒
〉
亨
(
議
求
)
帯
川
川
終
…
お
〈
柴

ず
ま
い
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ら
の
目
立
骨
康
雄
(
久
寺
家
〕
曹
毅
臨
時
)
軍
大
弁
炎
治
〈
柴
崎
)

慾
じ
や
す
い
禅
問
少
年
を
、
み
た

5く
お

き

か

か

え

て

綴

る

い

青

少

年

桔

議

員

を

議

選

救
援
者
与
え
る
役
時
間
を
轡
少
傘

2

f

f

i

-

-

L

J

例
制
後
対
慨
が
は
た
し
て
い
ま
す
。
開
明
る
い
希
怒
一
を
あ
た
え
忍
役
目

ι
m
w
制
相
談
持
刊
は
然
体
約
に
次

の
よ
う
な
絞
殺
守
し
て
い
ま
す
中
小
川
比
一
一
郎
〈
綴
河
〉
曹
鈴
本
守
山
尚
間
同
点
凡
夫
〈
賄
事
前
町
〉
曹
川

浴
笑
緩
を
は
っ
き
ち
っ
か
む
〈
新
潟
M

V
批
制
緩
引
換
機
〈
滋
災
後
〈
下
ケ
吋
闘
い

V
波
川
端
ぽ

③
青
少
年
開
間
体
へ
の
協
力
般
向
〉

V
機
械
慨
深
次
総
円
噌
m
齢
制
〉
僻
恥
〈
骨
肉
臨
時
山
同

v
v
.ぬ
弁
蜘
ゆ
ハ
潟

市w
進
学
、
絞
殺
な
ど
の
相
相
談
曹
深
泊
料
持
品
ん
(
本
脚
叫
〉
帯
波
野
u

山
同
〉
曹
務
次
術
開
制
河
〈
縦
訓
叫

@
開
時
慰
安
少
年
の
前
相
談
と
助
言
辺
護
(
本
附
叫
〉
曹
鈴
本
暗
滞
緩
柑
綿
子
〉
菅
波

muw同級〈附附組側〉

mm
変
愛
、
交
友
、
H

朝
時
間
、
出
平
日
時
〔
本
町
)
軍
制
蹴
家
計
出
〈
本
尉
時
〉

V
綬
本
楽
〈
関
節
)
軍
隊
合
出
品

産
品
出
上
の
田
畑
談
甲
桜
井
利
光
(
良
市
山
〉
〈
醐
附
朝
間
)

に
退
職
金
制
度

入
品
川
り
こ
百
円
J
二
千
円

ホ
み
伊
ふ
銃
弾
琳

mw
労
効
力
争
槻
階
削
押

す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
の
対

策
が
と
ち
れ
て
い
ま
す
が
、
相
削

後
蕊
で
は
「
中
小
A
比増溝滋同軸
A
M

共
済
制
朝
出
民
」
と
い
う
も
の
が
あ

ち
ま
す
a

と
の
制
度
の
あ
ら
ま

し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

置
構
初
期
入
で
き
る
範
幽
閉
常
用
従

業
向
民
三
渓
入
〈
満
開
業
・
サ
1
ピ

ス
蜘
地
は
双
十
人
)
以
下
の
樹
噺
轍
捕

前

κ糊
峨
ち
ま
す
。

繊同開
A
綿
織
殺
の
献
納
山
林
、
一
'
人

当
り
一
カ
悶
ヨ
一
資
制
円
か
ち
一
一
千

円
ま
で
で
、
そ
の
嚇
棋
は
楽
器
地
主

が
絞
め
ま
す
。
途
中
で
揃
培
縮
刷
す

る
ζ

と
も
で
き
ま
す
。
脳
間
金
は

事
業
主
の
負
担
担
で
毎
月
分
を
翌

月
末
釘
ま
で
に
金
時
甑
縄
問
問
闘
に
払

者E役会者議事E大会lまlO.F!Hll予約10袴から要事吋小学校議笠
旬、約350~主主f参苅lして跨かれましに今との大受注では、を士
会警護絞をt替i註するfごめの研究発きをや警察銭安達議慢などがおと
なわれました。

い
込
む
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

語
道
滋
金
額
従
業
員
が
退
職

し
た
と
き
は
、
事
業
聞
か
ら
古
田

幾
そ
の
本
人
に
滋
級
品
躍
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
総
会
納
付
月
数
が

十
一
…
カ
月
中
市
織
の
場
合
ば
支
給

き
れ
ま
品
ほ
ん
。
団
繍
級
品
胤
糊
備
は
刷
概

念
者
総
め
れ
い
附
け
数
げ
い
よ
っ
て
ゆ
此

〔
湖
作
品
地
問
陣
U

曹
今
井
孝
砕
哨
〈
市
線
上
〉
曹

附
閥
均
銭
円
州
側
持
品
行
〉
軍
出
制
労

災
掛
川
〈
市
叩
聞
紙
〉

W
V
蝉
脱
出
制
永
総

門
中
線
引
F
〉
曹
・
小
終
数
銭
円
品
市

帥町下〉

V
議
森
繁
一
削
機
〈
知
明

日
〉
曹
醐
魁
融
持
務
総
〈
磯
村
口
〉

曹
関
川
口
粂
久
〈
胡
朝
刊
口
〉
軍
機

口
新
兵
部
開
〈
新
木
〉

〔
梅
枝
地
区
U

T
培
回
優
子
(
寄
金
会
〉
亨

古
口
純
一
一
・
一
〈
事
後
会
)
亨
款

隠
轡
爽
{
古
叩
伎
下
〉
軍
総
山
川

鵠
嗣
〈
布
役
下
)

V
甜
京
総
弘
〈
味
叩

佼

F
〉

wv
足
立
後
綴
{
お
俊

樹
凧
)
ず
ザ
伯
仲
汁
炎
開
閉
〈
翁
後
策
)

甲
山
叩
叫
約
数
〈
出
W

掛
限
緩
〉
智
潟
附

欄
開
始
戦
締
概
〈
一
緒
後
策
〉
菅
波
陥
附
臨
脚

〈判制〉

W
V
加
伊
鵡
勝
災
関
知
門
加
僻
〉

V
山
捕
れ
拙
樹
(
朝
鮮
)

め
て
い
ま
す
。

ζ

の
材
料
皮
は
共

演
劇
制
凌
で
す
か
ち
鐙
務
勤
読
者

よ
ち
毛
愛
知
掛
齢
期
棋
腕
者
が
有
利
に

な
る
よ
う
に
滋
酷
職
金
額
を
定
め

て
い
ま
す
。

と
の
総
抑
止
む
く
わ
し
い
ζ
と

κつ
い
て
は
奴
労
絞
輔
師
、
防
附
湘
閥

友
会
、
貯
阿
波
鵠
錦
繍
師
、
絡
会
徽
線

機
へ
お
側
附
い
A
W
サ
く
に
き
い
。

猟
銃
の
取
扱
い
に

十
一
司
一
日
か
ら
狩
猟
解
禁

十
一
月
一
日
か
ら
狩
裁
が
銀

融
訴
に
な
り
ま
し
た
。

ζ

の
と
乙

ろ
、
猟
銃
・
空
気
帥
慣
に
よ
る
組
問

猟
人
口
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

ζ

れ
に
と
も
な
い
鋭
に
よ
る
事
故

も
保
々
納
加
し
て
い
ま
す
争

そ

ιで
、
次
の
ょ
う
か
悼
と
と

に
仲
間
燃
し
て
籾
放
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

m
w
猟
銃
・

qb高
斡
肌
の
段
組
問
い
の

ザ
小
波
窓
か
ら
入
試
問
を
踊
脱
出
関
す
る

危
険
性
が
大
き
い
の
で
、
前
棋
毅

い

κは
じ
ゅ
う
ぶ
ん
法
窓
し
て

く
だ
さ
い
。

市W
抽
州
統
、
空
気
絞
告
一
敗
悼
持
す
る

た
め
に
は
、
会
後
一
後
員
会
の
静

一
時
脅
威
裂
と
し
ま
ず
か
ら
、
必

ず
学
総
量
脅
し
て
く
だ
さ
い
a

然
消
吋
階
級
の
術
学
紛
郡
川
同
機
常
抑
勲
回
鴇

の
鰍
抑
制
問
問
怖
が
お
と
な
っ
て
い
ま

すむ③
二
十
才
未
満
の
人
は
狩
猟
で

き
ま
せ
ん
。

市
憎
ま
ち
な
か
や
人
C
み
の
場
所

付
ロ
の
お
館
、
日
没
後
は
、
銃
を

後
つ
て
の
納
付
制
聞
を
す
る
ζ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

命
的
付
制
聞
に
明
、
か
け
る
た
め
鋭
を

持
ち
捗
人
く
と
き
は
、
銃
密
ザ
ッ

h
y
w
い
入
れ
る
か
、
お
お
い
昏
か

ぶ
せ
て
、
あ
た
り
の
人
に
あ
ぶ

な
い
と
い
う
感
じ
を
与
え
伝
い

ζ
と。

⑤
狩
猟
免
許
証
と
い
っ
し
ょ
に

銃
の
許
可
遂
を
携
帯
す
る
ζ

と

米
作
を
や
め
た
縛

な
ど
は
繍
け
出
る

米
作
を
は
じ
め
た
と
き
、
ま

た
は
米
作
奇
や
め
た
と
き
は
、

盟

小

裏

通

り

綴
装
工
事
終
わ
る

災
対
事
業

κよ
る
町
道
の
鈴

掛
械
工
事
は
開
明
朝
闘
に
進
め
ら
れ
た

い
ま
す
が
、
と
の
ほ
ど
終
回
小

額
制
M
W
斡
滋
り
師
陣
隊
二
前
日
附
悶
ふ
2
Jス

ー
ト
ル
の
融
制
緩
か
終
わ
ち
ま
し

三
百
五
十
双
メ
ー
ト
ル
の
総
裁

工
事
を
お
と
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
は
十
一
月
中
旬
の
予
定

で
す
。
円
写
真
は
四
小
褒
満
期
h
y
U

布
一
計

B
E
e
n
u
 較

し
て
本
町
聞
の
発
肢
の
た
め
尽
き

れ
ま
し
た
。

ζ
れ
ら
の
内
相
級
に
対
し
て
、

終
火
山
悦
制
関
紙
等
が
削
脱
線
さ
れ
ま

し
た
。波
航
者
は
予
防
協
制
緩

淡
路
弘
で
は
、
制
附
漁
の
問
的
関
で

も商岡市開
W

仏
海
外
岬
棋
院
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
時
偶
成
者
も
激
描
唱

し
て
お
り
ま
す
。
海
外
へ
渡
滋

す
る
と
き
は
、
検
疫
法
に
規
定

し
て
い
る
予
防
接
認
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
e

総
統
先
K
よ
っ
て
、
予
防
間
後

糊
捌
の
綴
娘
、
協
回
線
鳴
館
問
、
手
数

料
な
Ht制
問
な
ち
ま
ず
か
ら
、
山
試

の
検
問
問
へ
問
問
い
合
せ
て
く
ピ
き

い
。
液
中
然
品
楓
術
開
部
吋
子
滋
滑
比
一
約

一
兆
務
孫
子
術
開
後
仇
蹴
谷
統
治
郎
州

は
、
十
時
月
十
一
一
一
日
制
制
緩
便
化
的
批
〈
千
液
中
巾
抽
押
州
側
蜘
開
万
六
一
、
榊
織

の
た
め
、
出
回
桝
唱
に
お
い
て
死
去
誠
子
議
二
局
六

O
九
六
務
)

き
れ
ま
し
た
。
七
十
四
才
十
日
は
交
通
安
全
の
ロ
H

設
染
谷
正
治
氏
は
、
回
開
会
議
と
の
運
動
は
千
葉
系
金
持
持
で

員
一
綴
を
緩
て
、
問
調
和
二
年
四
お
と
な
わ
れ
て
お
ち
、
わ
た
く

怠
か
ち
同
時
三
十
三
年
十
二
月
ま
し
た
ち
が
ζ

の
連
時
制
の
主
役
で

で
の
総
に
、
一
一
十
七
年
十
一
角

e

す
。
交
滋
資
金
ζ

そ
今
の
わ
た

同
月
に
わ
た
ち
、
災
係
予
防
援
と
く
し
た
ち
の
経
大
の
緩
い
で
す

染
谷
蕊
治
氏
死
去金主渋谷廷

丁
令
系

我
孫
子
町
綴
員
募
集

我
孫
子
阿
戦
闘
用
を
次
の
と
お

り
骨
骨
組
烈
し
ま
す
。

曹
制
館
山
府
予
ゆ
犯
人
閥
同
議
子
二
十

一
胤
必
明
、
女
子
似
品
名
〈
出
刊
一
一
議
タ
4

ピ
ス
ト
〉
ふ
み
水
跡
捜
制
槻
鱒
鞠
磁
洲
市
品
名

軍
役
時
制
出
民
柿
楠
閥
河
本
J

時同開閉和制十

六
年
一
月
一
H
M
以
降
に
絞
ま
れ

た
人
、
女
子
は
総
務
十
八
年
一

月
一
日
以
降
に
住
ま
れ
た
入
で

木
町
に
在
銭
す
る
入
、
ま
た
は

通
勤
可
抽
出
の
総
震
に
在
住
す
る

と
認
め
る
入
。

新
制
問
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

人
お
よ
び
背
中
業
内
見
込
み
の
入
、

ま
た
は
ζ
れ
と
鎚
同
等
以
上
の
資

務
者
世
甘
す
る
人
、
た
に
し
、
女

子
の
緩
ん
"
は
滋
乱
吋
期
切
に
絞
る
。

次
の
m
w
G
綴
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
か
人
は
脇
陣
く
。

A
W耕
瀬
被

槻
揖
者
、
品
W

端
午
祭
給
漏
出
務
、
@
叫
銀

融
制
以
上
の
酎
m
v
h
m
開
せ
ら
れ
た
者

土
木
校
総
磯
良
市
山
受
験
資
格

に
つ
い
て
は
総
務
課
へ
連
絡
し

て
く
ど
き
い
。

曹
第
一
次
総
後
十
一
月
二
十

八
段
、
嗣
間
制
師
、
数
学
、
作
文
、

行
政
相
川
端
瀦

繍
掃
:
次
紳
偶
数
十
二
月
日
九
日

綴
拙
税
総
数

軍
制
鯨
同
開
拍
拭
山
泌
総
和
相
側
悶
十
組
叩
十

二一対
s
H
S
千九悶刊の明・申此

曹
体
問
滋
紛
銀
総
は
条
例
、
規

制問
mw
逃
郊
に
よ
っ
て
決
定
し
ま

す
。
く
わ
し
い
と
と
は
、
総
務

譲
に
逮
捺
し
て
く
，
た
き
い
。

V
岬
持
制
問
向
明
和
殴
十
一
年
四
月

一
廷
の
予
定

V
受
験
取
込
み
①
申
込
み
は

十
日
月
二
十
仲
間
ま
で
、
⑥
由
明
込

み
削
舟
組
制
同
同
特
州
市
開
予
附
町
役
場
総
務

綴
に
あ
ち
ま
す
。
ぬ
紙
付
税
首
脳
淵

は脚鳳
d

内
崎
一
一
線
、
側
刷
機
機
一
潟
、

殺
終
学
校
内
中
嶋
用
成
蜘
関
紙
側
議
。

住
民
相
談
室
開
〈

442 

関
き
ま
す
か
ら
と
利
用
く
だ
さ

、。L
 
V
臼
時
十
一
月
十
五
日

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

曹
場
所
裕
伎
支
所

市
此
と
健
康
相
談
を
お
ζ

な
い
ま

す
か
ら
近
く
の
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
持
穏
は
午
後
二
臨
時

か
ら
午
後
三
時
時
一
一
一
十
分
ま
で
。

町
立
保
育
所
十
一
月
二
十
二
円
間

餓
…
小
十
一
日
月
二
十
銭
円
悶

刷
用
ス
小
十
一
月
二
十
玄
口
口

湖
北
小
小
三
月
二
十
六
口
問

荷
役
小
十
一
月
以
十
九
口
問

イ
ン
フ
ル
忽
ン
ザ

の
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
苓
稔
接

種
を
次
の
と
お
ち
お
ζ
な
い
ま

す。軍
料
金
大
才
来
潟
、
一
一
総
六

十
問
、
六
才
以
上
、
一
一
路
夜
間
口

後
援
者
殺
製
さ
れ
る
人
件
同
、

近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ
き

インフ)j，ヱンザ
予防接種箆袋署賢

R
H
v
n
g
o径
の

習

得

4

4
後

2
・A

宅

A

g
孟

e
A
6
4
9
M

1

1

1

1

1

1

 

1

1

1

1

1

1
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務
柑
鰍
ザ
寸
断
開
告
示
描
附
ra九品。

品
地
方
出
対
抗
出
仲
間
耐
用
一
一
四
三
条
の

一
ニ
及
び
財
政
畿
地
溝
の
会
申
械
に
泌

す
毛
糸
抑
制
に
よ
ち
袋
縫
い
た
し

ま
す
e
同
和
開
間
十
録
十
一
月
一
段

町
眠
時
鈴
木
和
線

一一一一一一一僚主主密室鞭務室開}

上
半
期
の
収
支
は
赤
字

数
入
は
全
体
で
お
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
っ
た
ζ

と
紙
上
よ
り
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

昭和総年4)ヲからe月ニ射殺事博む公表

今
年
は
、
泌
畿
の
よ
う
に
九

月
中
京
ヨ
の
晴
税
制
引
は
問
問
百
五
十
万

円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
に
務

夜
一
線
脱
出
入
金
八
日
闘
一
必
出
向
が
あ

ち
ま
す
の
で
災
滅
的
聞
に
三
苔
双

十
万
符
の
然
多
と
な
っ
て
い
ま

す。
と
れ
ば
、
年
肢
は
じ
め
の
六

潟
に
策
医
小
学
校
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
抑
制
後
司
千
百
万
削
問
、

被
泌
ゑ
六
世
何
万
mmur
ま
ど
奴
入

き
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ζ

れ

が
収
入
古
れ
る
潟
、
資
金
判
明
ち

に
飼
っ
て
い
ま
す
Q

そ
の
た
め
業
努
の
い
ぷ
々
民
も

と
か
く
支
払
い
が
お
く
れ
が
ち

円一，H削
減々

抽
出
向
し
く
な
っ
て
い
る

状
綴
は
み
な
さ
ん
ガ
も

ど
ぷ
知
の

ζ
と

L

患
い

ま
す
が
、
私
は
、

v
し
の

状
況
に
あ
っ
て
も
、
収

入
の
磁
保
と
、
経
料
吊
的

経
費
の
節
約
を
行
い
、

み
h
怖
さ
ん
の
一
福
利
附
巡

φ

管
制
問
今
、
そ
し
て
健
全

な
る
財
政
令
樹
て
る
に

め
に
努
力
は
憎
し
ま
な

い
考
え
で
お
ち
ま
す
の

で
、
み
々
さ
ん
方
げ
や
は

貯
の
財
致
の
状
況
吾

川
縁
組
千
二
回
お
知
ら
せ
し

て
お
れ
ソ
中
立
す
が
、

ζ

の

た
び
は
、
前
年
度
決
算

の
あ
ら
ま
し
と
、
今
年

度
上
半
期
の
状
況
や
お

知
ら
サ
し
ま
す
o

wの
フ
ト
コ
口
も
祭

ーまるう詰J
話てさ矢2
Ilg つ 守率

土 おと僚
主 燃交安
ム p j愛
A いく
た?ご
しさ

駒
内
長
鈴
木
和
議

か
ず
、
従
っ
て
ば
か
の
事
瀦
即
日
か

い
く
ら
か
お
く
れ
て
下
米
側
酬
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
、
め
、
土

木
製
の
十
六
パ

i
々
ン
ト
と
火

分
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

擦
問
郎
、
時
間
日
間
中
小
叩
議
、
特
別
防

潮
搬
な
ど
は
、
大
体
附
制
裁
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ご
ら
ん
の
よ

う
に
災
市
中
合
会
計
で
ス
ザ
肉
万
円

の
潮
時
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
も
一
時
時
後
入
金
で
お
ぎ
な
づ

て
い
ま
す
が
、
}
泣
く
知
相
内
問
主
絞

入
き
れ
る
予
定
で
す
の
明
、
入
れ
ツ

次
制
覇
返
済
す
る
ζ

と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

3号主事度決算

様
全
財
政
を
維
持
す
る

剰
余
念
は
約
一
平
氏
百
万
円

一
納
開
会
計

予
算
広
州
持
し
て
、
校
入
持
関
側
淵

凶
比
九
九
パ
!
セ
ン
?
と
火
体
制
拭

入
さ
れ
ま
し
た
。
間
関
じ
く
ふ
文
山
闘

機
倒
摘
は
九
開
悶
パ

i
hセ
ン
ト
と
、

い
く
ら
か
緩
く
な
っ
て
い
玄
す

が、

ζ

れ
は
端
的
資
的
問
終
淡
の
蹴
郎

同
慨
に
よ
る
も
の
と
、
土
木
貨
に

て
…
柑
時
一
事
惑
が
輪
開
平
ず
で
き
ず
ぷ

執
行
と
な
っ
た
、
め
で
す
'e

し
に
が
っ
て
、
対
余
金
一
千

}
汎
双
十
五
万
一
千
問
者
生
じ
ま

し
た
。市内
訳
と
し
て
、
肘
時
掛
鵠
件
関
常
時
開

設
樹
明
憐
地
問
鰍
滋
金
二
滋
八
十
一
万

一
千
円
。
財
政
潤
州
灘
甘
掛
金
へ
の
機
内
以
て

苔
万
出
向
。
ゐ
可
制
ゆ
醐
伸
、
繰
越
金
一
予
言
ニ
十

州問
MH
問。

品
村
務
会
計

関
係
会
計
は
際
綴
授
の
鐙
上

ち
に
よ
き
財
政
逐
緩
急
納
期
一
苦

し
く
怠
っ
て
き
ま
し

r。

し
た
が
っ
て
、
税
金
も
あ
が

ち
み
な
き
ん
の
C
負
制
聞
も
絵
師
知

な
ζ

と
で
は
な
い
と
渇
え
ま
す

が
、
蒸
気
犯
な
っ
た
持
、
病
気

の
人
々
奇
数
け
る
た
め
柚
納
税
に

協
力
話
れ
る
よ
う
わ
燃
い
し
ま

か
フ
ao天
王
台
余
計
に
お
い
て
も
、

事
業
務
潟
円
以
滋
地
域
間
関
係
殺
の

方
々
に
は
怒
々
ご
協
力
を
綴
っ

て
い
ま
す
が
、
と
の
議
設
す
主
友

停
車
げ
い
匁
成
事
せ
た
い
と
潟
え

て
お
ち
ま
す
の
で
、
な
わ
初
、
一

回
脳
の
制
峨
叫
附
あ
る
ご
州
問
カ
を
袋
一
望

い
た
し
ま
す
。

叩

〉

)

臥

掛

育

成

脚

れ

〔

詩

型

貯

水

徳

一

事

時

お

ん

一

三

十

九

等

畿

の

喜

重

吉

ス

ブ

レ

ヤ

1
受

賞

一

千

万

約

書

出

益

事

購

入

一

一
円
減
絞
殺
V

絞
暗
殺
・
将
学
資
A

誠
一
一
一
十
郎
万
六
千
悶
盛
時
措
議
終
淡
二
百
七
十
九
万
二
千
m
m

一

~
災
付
金
一
…
十
間
関
万
六
千
円
入
時
賢
一
…
十
八
万
八
千
円
〔
教
育
災
U

哨
端
医
小
学
級
後
縦
一

一
と
き
わ
嚇
内
線
館
四
回
設
掛
H

W
一
ふ
〔
務
ヱ
閥
抗
U

曲
職
場
悲
観
純
一
附
関
係
一
事
業
一
千
六
頁
五
十
一
万
八
一

一

十

万

附

間

一

一

手

七

万

七

千

mm

術
開
工
一
飯
干
m内
悠
一
一
一
小
牧
納
税
給
食
案
筆
一

円
衛
生
設
い
し
総
帥
叫
訓
瑚
持
ヱ
響
附
内
補
助
八
十
…
ω

一
万
五
干
す
前
向
畿
二
百
十
七
万
一
A

一
千
円
網
棚
一

一
焚
六
百
六
万
開
閉
乎
川
口
凶
闘
機
内
土
木
嫌
い
い
街
道
補
修
倒
的
お
判
村
北
・
布
絞
小
鉾
水
之
官
朝
一
品
十
一

一
車
線
入
資
三
百
三
十
九
双
山
内
向
民
ス
百
九
十
九
万
匂
千
円
七
万
双
手
間
口
小
学
校
闘
関
口
開
時
帰
(

一
一
一
淡
路
側
欄
納
入
品
目
十
三
万
五
千
紬
融
緩
・
排
水
気
療
絞
五
百
五
入
絞
首
約
十
八
万
五
千
月
一

mm

一
部
一
事
務
純
合
負
担
持
金
十
三
万
三
千
円
符
送
持
貯
水
γ
中
小
学
校
狭
効
後
間
間
十
九
叩
n
m円一

二
蕊
八
万
一
ザ
十
-m
内

事

材

料

毅

蕊

二

ト

一

万

七

f
T

中
学
絞
枇
排
水
工
事
二
十
二
万
一

円
労
徽
仙
波
〉
内
総
焔
間
前
憎
係
強
柁

m
m

街
路
下
水
防
開
焚
九
十
万
際
平
耐
阿
南
中
学
絞
助
問
n附
欄
間
入
費
…

照
二
十
一
一
万
匂
平
川
内
失
業
制
問
ザ
T
m
口
部
ひ
が
し
公
開
同
数
滋
夜
十
八
万
一
手
問
問
中
学
校
後
一

対
策
事
築
総
八
百
八
ト
九
万
四
十
九
万
八
千
円
前
肉
料
開
拘
州
市
叫
出
資
問
問
十
八
万
一
千
m
問
中
尚
一

一
司
コ
ず
内
鶏
的
融
緩
議
鞠
京
支
百
二
十
七
万
出
掛
滋
樹
期
総
変
質
双
十
六
万
二
…

ハ
幾
件
特
本
産
業
臨
時
U

級
品
跡
薬
品
問
月
二
時
事
務
総
合
政
調
担
金
千
m
m

…

鴻

議

均

四

日

一

弓

補

一

法

ハ

〕

ほ

円

;
?
i
i
i
i
j
j一

水
道
会
滋
は
、
良
好
に
品
拭
柑
仲

を
終
っ
て
い
ま
す
。
町
名
水
浴

泰
象
者
計
函
し
て
い
ま
す
の
で

怖
い
綴
綴
を
い
に
だ
き
弘
前
還
を
笑

掬
し
た
い
考
え
で
い
ま
す
。
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